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朝
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治
会
連
合
会
会
長

島
　
　
　
礼
　
次

　
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
自
治

会
連
合
会
、
地
域
の
自
治
会
・
町
内
会
活
動
に
御
支

援
と
御
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も
自
治
会
連
合
会
の
諸
行
事
を
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
地
域
の
皆
様
方
の
つ
な
が
り
や
助

け
合
い
が
改
め
て
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
人
と
人
と
の
交
流
が
非
常
時

の
協
力
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
自
治
会
・
町
内

会
加
入
率
は
年
々
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。
地
域
の
良
好
な
つ
な
が
り
を
保

つ
た
め
に
も
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ま
だ
自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
に
こ
の
「
自
治
連

あ
さ
か
」を
ご
覧
い
た
だ
き
、自
治
会
・
町
内
会
活
動
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
加
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
多
幸
と
各
自
治
会
・
町
内
会
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ごあいさつ

朝
霞
市
長

富
　
岡
　
勝
　
則

　
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
全

般
に
わ
た
り
、
多
大
な
る
お
力
添
え
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
の
震
災
を
契
機
に
、
改
め
て
地
域
の
絆
が
見
直
さ
れ
、
自
治
会
活
動
に
熱

い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
は
、

昨
年
、
地
震
へ
の
備
え
・
対
応
を
学
ぶ
た
め
、
急
き
ょ
防
災
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
皆
様

が
自
分
た
ち
の
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
市
政
を
預

か
る
も
の
と
し
て
、
大
変
心
強
く
感
じ
る
次
第
で
す
。
私
も
、
自
治
会
長
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
活
動
や
各
自
治
会
・
町
内
会
の
特
色
あ
る
活
動
を

掲
載
し
た
こ
の
「
自
治
連
あ
さ
か
」
が
多
く
の
市
民
に
愛
読
さ
れ
、
自
治
会
・

町
内
会
活
動
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
自
治
会
加
入
者
が
増
え
る
こ
と
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成23年５月20日撮影
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▼今、注目の自然エネルギーの最先端企業
である、株式会社　日立エンジニアリング・
アンド・サービス大沼工場を訪問しました。
同社は、風力発電のほか、工場内でも省エ
ネなどさまざまな取り組みを行っており、
自然エネルギーを取り巻く現状を学んだほ
か、発電装置などを見学しました。

▼２日目は、株式会社LIXIL つくば SOLAR 
POWER を訪問し、国内最大級のメガソー
ラー発電施設の視察を行いました。

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
自
治
会
長
研
修
会
と
し
て
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
11
月
17
日
～
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
研
修
会 

―
環
境
―

　

日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・

サ
ー
ビ
ス
大
沼
工
場
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
や
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

備
え
た
、
本
格
的
な
地
球
環
境
に
配
慮
し

た
工
場
で
す
。

　

風
力
発
電
や
、
発
電
時
に
排
出
し
た
熱

を
回
収
す
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
熱
電
併
給
）シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
地
球

環
境
へ
の
配
慮
の
ほ
か
、
工
場
活
動
自
体

少
な
く
、
従
来
38
％
程
度
で
あ
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
率
を
70
～
85
％
ま
で
高
め
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
大
変
脚
光
を
浴
び
て
い
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
気

象
状
況
に
よ
っ
て
発
電
量
に
波
が
あ
る
よ

う
で
す
。
今
後
は
、
出
力
量
の
安
定
化
が

急
務
で
あ
り
、
発
電
量
の
予
測
に
よ
る
制

御
が
課
題
に
な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

現
場
で
熱
心
に
説
明
し
て
く
れ
た
若
い

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
々
の
、
自
社
の
仕
事
に

対
す
る
誇
り
と
熱
意
が
伝
わ
り
、
参
加
者

か
ら
も
大
変
勉
強
に
な
っ
た
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

に
お
い
て
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
ま
ず
研
修
室
に

お
い
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
大
沼
工
場

で
取
り
扱
っ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
装
置
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
実
際
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
や
、
屋
上
ソ
ー

ラ
ー
発
電
装
置
、
風
力
発
電
装
置
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

研
修
室
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
太
陽
光
発
電
設
備

や
人
感
セ
ン
サ
ー
照
明
、
躯
体
蓄
熱
パ
ッ

ケ
ー
ジ
空
調
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
オ
フ
ィ
ス
に
比
べ

使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
33
％
削
減
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
一
環
で
あ
る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ

ム
は
、
電
気
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
生
産

過
程
で
生
じ
る
蒸
気
や
温
水
を
再
利
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
が

研
修
テ
ー
マ

▲風力発電設備

▲屋上ソーラー発電装置

▲大沼工場視察の様子
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意見交換会
　朝霞市自治会連合会では、毎年、「市長を囲む意見交換会」
を開催しています。この事業は、自治会・町内会長と市長及
び市執行部とが意見交換をすることで、よりよい自治会運営
を目指すことを目的としています。
　今年度も10月28日に朝霞市民会館において開催し、多く
の自治会・町内会長が出席し、市政について11問の質問（左
表参照）を行い、市執行部から回答を頂きました。
　以下に、自治会・町内会からの質問と市の回答について、
一部を抜粋して紹介します。

質問順 提出者 質問内容

1 自 治 会 連 合 会

【公園の管理について】
①城山公園の整備について
②水久保公園の管理について
③公園の砂場の管理について
④公園内のトイレについて

2 自 治 会 連 合 会 連合会への加入について
3 上 の 原 町 内 会 四小跡地の有効利用について
4 三 栄 自 治 会 放射線量測定について
5 浜 崎 東 町 内 会 浜崎通りの歩道の拡幅

6 浜 崎 上 町 内 会 市内循環バスの停留所の見直し
について

7 浜崎団地自治会 通りの名称と表示板について
8 浜崎団地自治会 歩道橋の改修について
9 浜崎団地自治会 防災無線の確認について
10 浜 崎 親 交 会 廃屋について
11 霞ヶ丘東親和会 北朝霞駅前整備について

市長を囲む

　

平
成
23
年
９
月
28
日
午
後
６
時

よ
り
、
朝
霞
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
て
、
講
師
に
朝
霞
消
防

署
浜
崎
分
署
長
の
尾
口
寿
敏
氏
を

お
迎
え
し
、「
防
災
講
演
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

尾
口
氏
は
、
平
成
23
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
直
後
、
緊
急

消
防
援
助
隊
と
し
て
岩
手
県
陸
前

高
田
市
に
急
行
し
、
援
助
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
の
様
子
や

援
助
隊
の
活
動
内
容
な
ど
を
、
被

害
の
映
像
も
交
え
て
お
話
し
い
た

だ
き
、参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
主
催

「
防
災
講
演
会
」

北朝霞陸橋脇の歩道橋について
　北朝霞陸橋脇の歩道橋を以前修繕していただきましたが、レンガがはがれ補修したところが
浮いてつまずき、歩きにくい状態です。全面的に改修できないでしょうか。Ｑ

　現在、北朝霞陸橋の落橋防止対策工事に合わ
せ、歩道橋につきましても落橋防止対策工事請

負業者に舗装の工事を委託しております。
　ご指摘の歩道橋の床の状態につきましては、平成
22年度と平成23年度に応急処置を実施いたしました。
　しかしこの歩道橋は、市内の歩道橋の中で交通量が
多いため、できるだけ早い時期に改修をしたいと考え
ております。
　なお、改修にあたりましては、現状のブロックから
弾性ゴムチップ舗装に変更する予定でございます。

Ａ
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自
治
会

各
地
区
の
　
　
　
活
動
報
告

　
　
　
　
町
内
会

　

朝
霞
市
の
市
域
に
「
上
の
原
」
と
い
う
町

名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
上
の
原
町
内
会

の
位
置
は
何
処
か
と
い
う
と
、
区
画
上
は
幸

町
２
丁
目
の
南
側
一
帯
と
同
３
丁
目
全
域
に

町
内
会
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
「
上
の
原
」
の
い
わ
れ
は
旧
川
越
街
道
と

黒
目
川
が
交
わ
る
付
近
一
帯
が
、
往
事
は
宿

場
町
と
し
て
栄
え
膝
折
と
呼
ば
れ
て
い
た
所

で
、
そ
の
中
心
を
中
宿
と
い
い
、
現
在
も
村

田
屋
の
屋
号
を
持
つ
脇
本
陣
が
残
っ
て
い
ま

す
。
当
町
内
会
は
旧
膝
折
の
東
側
の
台
地
形

の
上
に
あ
っ
た
の
で
上
の
原
と
呼
ば
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
上
の
原
町
内
会
は
加
入
戸
数
が

３
０
０
程
の
小
規
模
な
町
内
会
の
一
つ
で

す
。
し
か
し
、
先
人
が
組
織
の
維
持
・
融
和

に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
や
、
会
員
の
理
解
も

あ
っ
て
非
常
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
町
内
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
近
頃
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸

▲ 盆 踊 り 大 会

建
住
宅
の
新
築
に
よ
り
若
い
層
の
流
入
は
あ

り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
町
内
会
に
対
す
る

関
心
は
割
と
希
薄
で
、
町
内
会
の
活
動
基
盤

は
ど
う
し
て
も
在
来
所
帯
に
偏
る
部
分
が
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
在
来
所
帯
も
高
齢

化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
人
手

の
要
る
事
業
の
推
進
に
は
要
員
集
め
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。

　

表
題
の
町
内
会
の
１
年
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
会
・
町
内
会
同
様
４
月
を
年
度
初
め

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
以
降
、
総
会
で

20
項
目
程
決
め
ら
れ
た
行
動
計
画
で
活
動
を

進
め
ま
す
が
、
中
で
も
力
の
い
る
も
の
は
年

間
４
回
も
あ
る
各
種
の
募
金
活
動
、
自
前
で

営
む
盆
踊
り
大
会
、
市
民
体
育
祭
参
加
と
日

帰
り
バ
ス
旅
行
等
で
す
。

　

ま
た
、
定
例
的
な
作
業
と
な
っ
て
い
る
の

が
市
の
広
報
の
配
布
で
す
。
月
２
回
、
中
旬

と
月
末
に
市
役
所
か
ら
届
き
ま
す
の
で
午
後

７
時
開
始
と
定
例
化
を
図
り
、
各
区
よ
り
分

担
制
で
担
当
者
を
出
し
て
貰
い
、
年
間
計
24

回
の
配
布
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

に
は
、
付
近
の
学
校
、
福
祉
団
体
等
か
ら
も

種
々
の
発
行
物
の
配
布
依
頼
も
あ
り
、
引
き

受
け
て
便
宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
時
に
、
町
内
会
事
業
の
進
展
の

状
況
、
予
定
事
業
や
種
々
の
行
事
の
お
知
ら

せ
、講
演
会
、募
金
の
要
領
等
、会
員
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
A
４
用

紙
１
～
２
枚
で
す
が
、《
連
絡
あ
れ
こ
れ
》

と
い
う
通
信
紙
を
配
布
日
に
回
覧
形
式（
重

要
な
も
の
は
全
戸
配
布
）で
発
行
し
、
会
員

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
年
度
初
め
に

掲
げ
た
活
動
計
画
を
実
行
し
な
が
ら
、
市
の

関
係
や
、
そ
の
他
の
外
部
団
体
か
ら
の
連
絡

会
、
説
明
会
、
講
演
会
、
行
事
へ
の
参
加
等

多
岐
に
わ
た
り
数
多
く
あ
り
、
22
年
度
は
48

回
を
数
え
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

毎
日
毎
日
何
か
し
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、

問
題
の
処
理
や
解
決
に
、
若
い
層
の
会
員
は

日
常
が
忙
し
く
、
奉
仕
の
気
持
ち
が
あ
っ
て

も
時
間
に
余
裕
が
な
い
と
し
て
町
内
会
業
務

が
敬
遠
さ
れ
、
高
齢
役
員
に
負
担
が
か
た

よ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
か
と
痛
感

さ
れ
ま
す
。

　

朝
霞
第
五
小
学
校
前
の
武
蔵
野
線
高
架
を

く
ぐ
り
三
原
１
丁
目
の
交
差
点
方
向
に

２
０
０
メ
ー
ト
ル
、
こ
の
右
側
の
住
宅
街
が

下
の
原
文
化
会
で
す
。

　

３
本
の
路
地
を
挟
ん
で
、
歩
い
て
一
周
し

て
も
５
分
と
か
か
ら
ぬ
世
帯
数
90
の
小
さ
な

町
会
で
す
。
会
員
に
は
高
齢
の
方
も
多
く
静

か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
行
事
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
年
２
回
、
近
く
の
会
館
で

開
催
す
る
親
睦
会
に
は
大
勢
の
方
が
参
加
し

お
酒
や
軽
食
を
囲
ん
で
の
歓
談
や
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

各 地 区 の 自 治 会 ・ 町 内 会 活 動 報 告

第一区
上
の
原
町
内
会

会
長
　
井
上
剛
男

上
の
原
町
内
会
の
１
年

第二区
下
の
原
文
化
会

会
長
　
田
中
秀
司

小
さ
な
町
会
の
小
さ
な
活
動
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▲さつま芋掘り大会

　

こ
れ
か
ら
の
心
配
は
高
齢
化
と
一
人
暮
ら

し
世
帯
が
増
え
る
こ
と
で
す
。
小
さ
さ
を
活

か
し
て
の
情
報
の
共
有
や
皆
さ
ん
で
の
声
か

け
な
ど
が
大
事
で
し
ょ
う
。
ま
た
近
隣
５
町

会
で
の
自
主
防
災
会
、
三
原
公
園
の
拡
張
な

ど
、
周
囲
の
町
会
と
の
共
同
事
業
へ
の
参
画

は
今
後
も
大
切
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
会
員
の

み
な
さ
ん
の
意
識
を
よ
り
高
め
ら
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

路
地
を
通
り
抜
け
る
親
子
が
「
こ
の
路
地

花
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
キ
レ
イ
！
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
季
節
の
草
花
を
大
切
に
育
て

る
皆
さ
ん
が
大
勢
い
る
町
会
で
す
。

　

溝
沼
第
一
町
内
会
は
、
第
一
小
学
校
と
泉

水
保
育
園
の
付
近
一
帯
で
、溝
沼
地
区
、膝

折
町
の
一
部
と
泉
水
地
区
か
ら
な
り
、
町
内

会
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
数
は
約
１
，３
０
０

で
大
所
帯
の
部
類
に
入
る
と
思
い
ま
す
。
班

数
も
１
２
５
も
あ
り
、役
員
は
連
絡
体
制
の
維

持
に
奔
走
し
て
お
り
ま
す
。当
町
内
会
の
区
域

を
縦
横
に
黒
目
川
が
貫
い
て
お
り
ま
す
の

で
、住
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、早
朝
よ
り
散

歩
す
る
人
な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
川
筋
に

沿
っ
て
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。こ
の
よ
う
な
住
環
境
か
ら
か
川
筋
に
お
け

る
環
境
保
持
の
意
識
は
高
く
、
20
年
以
上
に

わ
た
り
川
の
清
掃
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
犯
活
動
も
「
町
を
見
守
る
」
を

合
言
葉
に
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
活
動
も
10
年
を
迎
え
、
地
区
を

２
班
に
分
け
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
度
よ
り
児
童
育
成
活

動
の
一
環
と
し
て
「
さ
つ
ま
芋
掘
り
大
会
」

を
開
催
し
、
１
０
０
名
の
親
子
連
れ
が
参
加

し
ま
し
た
。
農
園
の
方
に
農
業
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
朝
霞
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
「
朝
霞
甘か

ん
藷し
ょ
」
を
町
内
会
館
で

試
食
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
「
納
涼
祭
」「
朝
霞

市
民
体
育
祭
」「
彩
夏
祭
」「
溝
沼
連
合
自
主
防

災
会
」
に
参
加
し
、「
敬
老
の
日
の
お
祝
い
」

「
児
童
育
成
活
動
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
対
し
て
日
本
中
が
「
絆
」
の
言
葉
の

下
に
救
済
復
興
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
納

涼
祭
に
は
募
金
箱
を
設
置
し
義
援
金
を
募
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
地
域
住
民

の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
そ

う
で
す
。
今
後
は
私
た
ち
も
町
内
会
活
動
を

通
じ
て
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深
く

し
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
事
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
の

絆
を
深
め
、「
安
心
・
安
全
」
の
あ
る
明
る

い
町
内
会
に
な
る
よ
う
に
会
員
の
皆
さ
ん
と

頑
張
っ
て
い
る
溝
沼
第
一
町
内
会
で
す
。

　

桜
ヶ
丘
町
内
会
は
起
伏
が
激
し
く
県
道
の

坂
の
下
に
あ
り
、
町
内
会
の
中
央
に
あ
る
通

り
は
県
道
の
騒
音
が
聞
こ
え
な
い
と
同
時

に
、私
道
の
た
め
車
の
往
来
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
中
央
の
通
り
は
静
か
で
住
み

や
す
い
所
で
す
。
難
点
を
言
え
ば
坂
道
の
上

り
下
り
が
高
齢
者
に
は
少
し
き
つ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
車

の
往
来
が
な
い
た
め
自
由
に
遊
べ
る
よ
い
所

で
す
。

　

た
だ
、
静
か
な
だ
け
に
防
犯
に
は
気
を
使

い
ま
し
た
。
蛍
光
灯
が
ほ
ん
の
り
と
点
い
て

い
た
だ
け
の
た
め
、は
っ
き
り
顔
が
見
え
ず
、

さ
ら
に
蛍
光
灯
が
切
れ
る
頻
度
が
多
く
暗
が

り
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

蛍
光
灯
切
れ
を
回
避
す
る
と
同
時
に
薄
暗
さ

を
解
消
し
た
い
と
考
え
、
３
年
前
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

方
式
に
取
り
替
え
た
と
こ
ろ
、
明
か
り
の
下

に
立
つ
と
顔
ま
で
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う

に
な
り
、防
犯
に
役
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
球
切
れ
が
な
く
な
り
、
蛍
光
灯
の

特
徴
で
明
か
り
が
チ
カ
チ
カ
す
る
問
題
も
解

消
、
町
内
会
費
の
出
費
も
節
約
さ
れ
、
住
民

が
安
心
し
て
歩
け
る
そ
ん
な
町
内
会
で
す
。

　

そ
の
他
町
内
の
活
動
と
し
て
は
秋
に
、「
初

秋
の
夕
べ
」
と
名
付
け
町
内
全
体
で
焼
き
ソ

▲役員の皆さんと日頃の清掃活動

第四区
桜
ヶ
丘
町
内
会

会
長
　
田
沼
　
貢

安
心
と
静
か
な
町
内
会

第三区
溝
沼
第
一
町
内
会会

長
　
星
野
　
隆

町
内
会
活
動
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
住
民
の
絆
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バ
や
お
で
ん
な
ど
を
揃
え
、
町
内
の
道
路
を

使
用
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
大

震
災
も
あ
り
自
粛
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
は

活
動
を
再
開
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
秋
の
夕
べ
は
町
内
全
体
の「
和
」を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
普
段
会
わ
な
い
人
も

和
気
あ
い
あ
い
で
、
道
路
も
私
道
の
た
め
車

も
通
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
自
由
に
飛

び
回
り
、
大
人
は
交
流
を
は
か
り
賑
や
か
に

ひ
と
時
を
過
ご
し
、
規
模
は
小
さ
い
の
で
す

が
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
、
氷
、
ビ
ー
ル
、
焼

き
ソ
バ
な
ど
を
用
意
し
最
後
に
福
引
を
し
ま

す
。
福
引
は
１
等
か
ら
５
等
ま
で
空
ク
ジ
は

な
し
で
、自
転
車
、米
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
起
伏
が
激
し

く
災
害
時
に
ど
ん
な
体
制
で
避
難
す
べ
き

か
、
ま
た
、
身
近
に
避
難
す
る
こ
と
の
で
き

る
場
所（
第
四
小
学
校
）が
あ
る
の
に
、
市
か

ら
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
は
遠
い
別
の
場
所

に
あ
る
な
ど
、検
討
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

見
直
し
が
必
要
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 ▲新しい街路灯

　

我
が
霞
台
町
内
会
は
、
栄
町
・
昭
和
台
・
広

沢
町
に
隣
接
し
た
小
さ
な
町
内
会
で
す
が
歴

史
は
古
く
、今
期
は
50
期
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
ス
ポ
ー
ツ
等
も
盛
ん
で
、
昭
和

50
年
代
に
は
少
年
野
球
大
会
で
好
成
績
を
上

げ
た
り
、
地
域
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
一
時
そ
の
勢
い
も
衰

え
、
も
の
静
か
な
町
内
会
で
し
た
。
し
か
し

前
会
長
か
ら
始
ま
っ
た
市
民
体
育
祭
へ
の
参

加
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
参
加
、
も
ち
つ

き
大
会
等
、
各
行
事
へ
の
参
加
に
よ
り
、
地

域
住
民
同
士
が
交
流
す
る
場
面
が
増
え
た
こ

と
で
、
以
前
よ
り
住
民
同
士
声
を
掛
け
合
う

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
に
市
民
体
育
祭
参
加
当
初
は
、
周
り
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
「〝
か
だ
い
〟っ
て
ど
こ
？
」

な
ど
と
言
う
言
葉
が
聞
こ
え
た
り
し
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
、
周
囲
の
大
人
た
ち
か
ら
子

ど
も
た
ち
に
「
あ
な
た
た
ち
の
と
こ
ろ
は
、

ま
と
ま
っ
て
い
る
わ
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
は
ら
っ
ぱ
公
園
と
い
う

と
こ
ろ
で
焼
き
い
も
を
焼
い
て
ち
ら
か
し
放

題
に
な
っ
て
い
る
の
を
早
朝
に
近
所
の
方
が

見
つ
け
ま
し
た
。
市
役
所
・
警
察
と
連
携
し

無
事
処
理
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
近

所
の
方
た
ち
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る

関
心
の
深
さ
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
各
事
業
・
行
事
を
通
じ
て
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
の
親
睦
を
深
め
、
町
内
会
に

い
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

向
山
自
治
会
は
、
緑
豊
か
な
城
山
公
園
を

望
み
、
季
節
の
折
々
に
野
鳥
を
見
る
こ
と
の

で
き
る
、
黒
目
川
沿
い
に
あ
る
２
８
０
世
帯

の
地
域
で
す
。
年
間
行
事
は
、
定
期
総
会
に

始
ま
り
納
涼
大
会
、
市
民
体
育
祭
に
参
加
、

消
火
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
餅

つ
き
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
会
で
は
、
納
涼
大
会
で
子
供
に
よ
る

出
店
、
夏
休
み
中
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
夕
涼
み

大
会
、
子
ど
も
会
歓
送
迎
会（
卒
業
生
・
新

入
生
）等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
会
の
「
向
山
鶴
寿
会
」
で
は
、
年
１

回
の
２
泊
３
日
の
親
睦
旅
行
、
ま
た
月
２
回

の
「
お
楽
し
み
会
」 

を
実
施
、
保
健
師
さ
ん

に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
が
あ
り
、
健

康
体
操
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
合

唱
、茶
話
会
な
ど
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

納
涼
大
会
で
は
ゆ
か
た
姿
も
若
々
し
く
、
踊

り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
活
動
も
自
主
防
災
倉
庫
が
完
成
し
、 ▲行事は会員同士協力して行います

▲町内の餅つき大会

各 地 区 の 自 治 会 ・ 町 内 会 活 動 報 告

第六区
向
山
自
治
会

副
会
長
　
藤
井
正
吉

緑
の
多
い
住
み
よ
い
町
に

第五区
霞
台
町
内
会

会
長
　
菊
田
修
一

地
域
住
民
と
の

　
　
　
親
睦
を
深
め
る
為
に
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町
内
会
未
加
入
の
家
が
あ
る
と
、
隣
近
所

の
絆
が
保
た
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
根

気
よ
く
一
軒
一
軒
訪
問
し
た
り
、
新
築
ア

パ
ー
ト
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
に
加
入
を
働
き

か
け
た
結
果
、
１
５
０
軒
だ
っ
た
町
内
会
が

２
５
０
軒
に
増
え
ま
し
た
。

　

絆
づ
く
り
の
た
め
、
昨
年
度
よ
り
納
涼
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
全
戸
に
無

料
引
換
券
を
配
り
、「
焼
き
そ
ば
」「
焼
き
団

子
」「
飲
み
物
」「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」
と
交
換

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
子
供
会
と
協
賛

の
た
め
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
、
子
ど
も

た
ち
は
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
町
内
会
会
員
の
た
め
の
納
涼
大

会
で
あ
り
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
範
囲
内
で
実

施
す
る
た
め
、
寄
付
集
め
な
ど
は
一
切
し
ま

せ
ん
。
売
価
も
50
円
～
１
０
０
円
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
値
段
に
し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の

ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
や
輪
投
げ
な
ど
、
ア
イ
デ

ア
満
載
の
楽
し
い
大
会
で
す
。

　

ま
た
一
人
暮
ら
し
の
人
が
年
々
増
え
て
お

り
、
家
に
引
き
こ
も
ら
な
い
か
、
話
し
相
手

が
い
る
の
か
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

２
年
前
よ
り
「
季
節
の
会
」
と
称
し
３
カ
月

に
１
回
お
茶
会
を
始
め
ま
し
た
。
皆
が
集

ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
顔
を
合
わ
せ
、

▲研修見学会で訪れた吹割の滝

▲ 納 涼 大 会

年
１
回
の
防
災
訓
練
と
防
災
施
設
の
見
学
、

消
火
訓
練
に
は
業
者
の
指
導
に
よ
る
火
災
の

初
期
消
火
を
消
火
器
を
使
用
し
体
験
し
て
も

ら
い
防
災
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

防
犯
活
動
と
し
て
は
防
犯
灯
を
蛍
光
灯
か

ら
全
部
水
銀
灯
に
換
え
、
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
年
間
行
事
を

中
心
に
、
会
員
皆
様
の
協
力
に
よ
り
住
み
よ

い
地
域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

急
な
階
段
を
降
り
て
行
く
と
、
東
洋
の
ナ

イ
ア
ガ
ラ
と
呼
ば
れ
、
そ
の
滝
つ
ぼ
は
竜
宮

へ
通
じ
て
い
る
と
い
う
伝
説
も
残
る
壮
大
な

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
た
『
吹
割
の
滝
』
の
姿
が

現
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
日
帰
り
の
研
修

見
学
会
。
今
年
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
車
内
研

修
し
、
り
ん
ご
狩
り
や
道
の
駅
「
田
園
か
わ

ば
」
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

車
内
で
は
、

１
．「
東
日
本
大
震
災
～
宮
城
・
石
巻
地
方

沿
岸
部
の
記
録
～
ふ
る
さ
と
石
巻
の
被
災

状
況
～
」

２
．「
地
震
だ
！
そ
の
時
ど
う
す
る
？
自
分

を
守
り
、
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
」

３
．「
ふ
せ
ご
う
―
家
具
転
倒
防
止
対
策
―
」

の
３
本
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
、
い
つ
お
き

る
か
分
か
ら
な
い
、
他
人
事
で
は
な
い
防
災

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
防
災
関
係
で
は
、
埼
玉
県
防
災
セ

ン
タ
ー
・
横
浜
防
災
セ
ン
タ
ー
・
川
越
消
防

署
・
朝
霞
消
防
署
浜
崎
分
署
な
ど
な
ど
、
ま

た
環
境
問
題
で
は
、
川
口
市
環
境
セ
ン

タ
ー
・
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
日
高
工
場
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
研
修
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

当
町
内
会
は
朝
霞
台
・
北
朝
霞
駅
周
辺
が

エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
住
ん
で

い
る
会
員
と
新
し
い
会
員
の
相
互
の
交
流
の

場
、
親
睦
の
場
と
し
て
の
研
修
会
の
位
置
づ

け
も
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。
そ
し
て
「
童
謡
・
唱

歌
」
の
本
を
つ
く
り
皆
で
歌
い
、
ま
た
健
康

体
操
も
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
時
に
は
バ

イ
オ
リ
ン
演
奏
や
大
正
琴
の
演
奏
を
お
願
い

し
て
聞
き
ま
し
た
。
手
作
り
の
お
菓
子
や
料

理
を
持
ち
込
ん
だ
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
の
人
の
不
安
を
聞
い
て
み

る
と
、
い
ざ
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で

「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」
を
作
り
、
電
話
機
の

傍
に
置
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

町
内
会
で
大
切
な
の
は
情
報
の
共
有
化
で

す
。
月
２
回
「
町
内
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

回
覧
し
て
い
ま
す
。

　

な
ご
や
か
な
、
絆
あ
る
町
内
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

第八区
浜
崎
親
交
会

会
長
　
鈴
木
　
實

町
内
会
の
基
本
は
絆
で
す

第七区
浜
崎
上
町
内
会

会
長
　
伊
藤
允
光

日
帰
り
研
修
見
学
会
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編
集
●
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
広
報
委
員
会

発
行
●
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
　
問
合
せ
●
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局（
朝
霞
市
役
所
市
民
環
境
部
地
域
づ
く
り
支
援
課
内
）　
☎
048（

463）2645

自治連

朝霞市自治会連合会
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霞
市
自
治
会
連
合
会

自
治
連
あ
さ
か
　
第
７
号

　

東
日
本
大
震
災
、
誰
も
予
想
し
な
か
っ

た
原
発
事
故
、
戦
後
最
大
の
震
災
、
膨
大

な
自
然
の
力
に
我
々
は
何
も
出
来
な
か
っ

た
。
多
く
の
被
災
者
を
出
し
た
震
災
は
現

代
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
ま
た

原
発
事
故
は
未
だ
に
解
決
し
な
い
問
題
、

私
た
ち
は
今
後
の
対
策
と
し
て
何
か
ら
学

ぶ
べ
き
か
、
防
災
は
国
や
自
治
体
に
任
せ

て
よ
い
も
の
か
考
え
る
べ
き
と
思
う
。
各

自
が
防
災
知
識
を
学
び
訓
練
等
積
極
的
に

参
加
す
べ
き
と
思
う
。
そ
れ
に
は
各
自
治

会
、
町
内
会
も
重
要
な
役
割
と
な
る
。
自

治
体
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
が
、
防

災
意
識
に
つ
な
が
る
。
こ
の
度
の
震
災
を

契
機
に
各
自
が
防
災
知
識
を
高
め
れ
ば
い

い
と
思
う
。

６
区　

城
山
町
内
会　
　

大
岡　

昇

平成23年度朝霞市自治会連合会役員
役　職 名　前 団　体　役　職　名

顧　　　問 金子　好隆 社会福祉協議会長
会　　　長 島　　礼次 向山自治会長
副　会　長 川野紀代美 シャルマンコーポ第二朝霞自治会長
副　会　長 梶原　孝男 下の原町内会長
副　会　長 伊藤　允光 浜崎上町内会長
会　　　計 松井　宏之 東かすみ台町内会長
会　　　計 松田　忠男 浜崎団地自治会長
理　　　事 鈴木　昭八 緑ヶ丘親交会長
理　　　事 髙橋　　優 下の原南部町内会長
理　　　事 星野　　隆 溝沼第一町内会長
理　　　事 獅子倉康治 溝沼下町内会長
理　　　事 深津　廣良 中央町内会長
理　　　事 水久保亀幸 仲町町内会長
理　　　事 谷内　周平 栄町町内会長
理　　　事 織部　邦隆 昭和台町内会長
理　　　事 醍醐　　清 田島町内会長
理　　　事 五十君欣司 境久保町内会長
監　　　事 海野　　進 コンフォール東朝霞自治会長
監　　　事 芳野　浅嗣 広沢町内会長

委員長 浜崎上町内会 伊藤　允光
自治会連合会 向山自治会 島　　礼次
自治会連合会 シャルマンコーポ第二朝霞自治会 川野紀代美
自治会連合会 下の原町内会 梶原　孝男
１　区 膝折団地自治会 倉林ミチ子
２　区 三原町内会 室谷外喜男
３　区 溝沼下町内会 獅子倉康治
４　区 中央町内会 深津　廣良
５　区 昭和台町内会 織部　邦隆
６　区 城山町内会 大岡　　昇
７　区 田島町内会 醍醐　　清
８　区 浜崎団地自治会 松田　忠男

●広報委員会名簿

　平成23年５月20日、市民会館で自
治会連合会定期総会が開催されました。
　在職８年の岡﨑和広様をはじめ、在
職２年以上で退職された方に、市長・
連合会長連名による感謝状と記念品が
授与されました。
　平成22年度事業報告、決算報告お
よび監査報告、平成23年度事業計画、
予算案について審議され、すべて原案
どおり承認されました。

表紙の写真

在
職
８
年　

岡
﨑
　
和
広　

霞
台
町
内
会

在
職
６
年　

麦
島
　
　
保　

旭
通
り
町
内
会

在
職
４
年　

渡
辺
　
勝
治　

東
南
部
町
内
会

在
職
２
年　

大
野
　
義
定　

県
営
朝
霞
幸
町
団
地
自
治
会

在
職
２
年　

鈴
木
　
龍
久　

広
沢
町
内
会

在
職
２
年　

須
田
　
清
政　

浜
崎
東
町
内
会

在
職
１
年　

蘭
　
　
仲
子　

富
士
見
台
自
治
会

在
職
１
年　

石
田
　
武
志　

霞
ヶ
丘
親
睦
会

　

こ
の
紙
面
で
、
昨
年
度
を
も
っ
て
退
職
さ

れ
た
自
治
会
・
町
内
会
長
の
皆
様
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

退
職
自
治
会
・
町
内
会
長

ありがとう
　ございました


